南病棟チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


平成23年　8月　11日　（木）　　　　　　　　司会：白川　千春　記録：坂本　美寿々

	小向
	橋本
	小林
	新山
	佐々木
	三浦
	工藤
	清川
	天間
	久保
	田口

	○
	深夜
	CD留守
	○
	公休
	公休
	公休
	○
	公休
	準夜
	公休

	沼山
	田ノ上
	高橋
	相馬
	根城
	池田
	加藤
	富沢
	貝塚
	小笠原

（麻）
	小笠原

（実）

	公休
	深夜
	準夜
	公休
	○
	CD留守
	公休
	公休
	公休　
	CD留守
	○

	野中
	大嶋
	門上
	坂本
	神田
	乙崎
	上野
	小島
	鈴木
	白川
	佐藤

	公休
	A留守
	○
	○
	深夜
	　○
	○
	○
	○
	○
	○

	藤原

	○


出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· カルテについて～記録を書きサインをした後で何か起こった場合に書き足す事があると思いますが

その際には矢印を引くのでは無くもう一度サインをして下さい。

・介護技術について～新人以外の介護技術は見終わりました。見られているからしっかりと行うのでは

なく、日頃から丁寧なケアを心がけていきましょう。

・部署懇談会について～予定通り9月5日に行います。

・エアコンについて～Cユニットのエアコンの一斉ボタンを押すとホールにもエアコンが入りますが、必要ないときには消すようにしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・川井　ツセ様～臨時薬エホチール(5)3T　3ｘndE　夕方より7日分処方となっています。

・川守田　惇様～臨時薬ツムラ54　抑肝散3P　3ｘvdE　夕方より6日分処方となっています。

・島脇　てる様～便秘時の予測指示8/25まで継続となっています。

・川村　つゑ様～てんかん発作時の予測指示8/25まで継続となっています。

・和田　敦子様～右足の第一　外側に鶏目の様な腫脹があり、スピール膏1枚処方となっています。

・勝田　ヒモエ様～排便－2日目時の予測指示8/25まで継続となっています。

＜患者様連絡事項＞

・川村　つゑ様～汚染パットや衣類等を自室のベットと壁の間の床に多量に投げ捨てる行為見られてい

ます。こまめに確認していきましょう。

・吉田　トキ様～排便－11日目です。－3日時の予測指示が8/7～21日まで出ていますが特に記録にも書かれていません。排泄板には－3日以上の患者様があがっていますので日勤の看護スタッフの方は確認お願いします。

又、CDユニットの深夜勤務のスタッフも－3日以上の患者様を忘れずに排泄板に転

記していきましょう。

＜川端Ｄr患者様ケース検討＞

症例検討会　実施報告　　倉舘　俊照　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　　三浦　雪枝　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　 　H23年8月11日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医　　川端　栄蔵　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SGM　　小向　由紀　　印

	対象患者情報
	倉舘　俊照様　　72歳

病名：前頭側頭型認知症・躁病　　　入院形態：医療保護入院

	患者の希望
	退院

	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護：日課声掛け・介入要している。排泄は誘導にて可能だが、間に合わず失禁見られることある。夜間トイレ覚醒時ふらつき著明で7/1より身体のチェックシート開始している(～8/5まで)。日中の歩行状態はゆっくりではあるがふらつきは見られず。やや右足をかばうように歩いている。

食事はかきこむように摂取する為、誤嚥等のリスクあり要注意としている。大きな興奮もなく他者とのトラブルなし。夜間の睡眠もとること出来ている。

	主治医の治療方針
	

	検討された

支援方針

（7/4）


	・睡眠不安定の為、睡眠チェックシートを使用しながら休めるように環境調整を図る。

・歩行の不安定さみられ転倒リスク高い為、歩行状態観察し障害物となるものは事前に除去する等環境を整えていく。



	抽出された

問題点
	· 夜間中途覚醒・ふらつき等がみられ、転倒のリスクが高い。

· また、現在は落ち着いているも、環境の変化により多弁、興奮・易怒性の症状が再燃する可能性があり、他患者様とのトラブルも考えられる。

	今後の

看護計画


	・夜間トイレ覚醒時のふらつき見られる為、転倒に注意し、状態によっては身体管理シートを再度検討していく。

・環境の変化により、精神状態悪化(不眠・易興奮性・多動)が考えられる為、他者とのトラブルに注意していく。

8/17家族面談実施予定(ケアマネも含め、退院に向け今後の方針を決めていくこととしている)。


